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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第117期
第３四半期
連結累計期間

第118期
第３四半期
連結累計期間

第117期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 158,948 151,657 212,733

経常利益 (百万円) 15,839 11,162 19,520

四半期(当期)純利益 (百万円) 10,926 6,982 13,622

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 9,298 4,879 11,184

純資産額 (百万円) 128,690 130,741 130,576

総資産額 (百万円) 209,553 206,455 206,188

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 144.54 92.92 180.21

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 144.46 92.85 180.11

自己資本比率 (％) 61.0 62.9 62.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 19,297 11,828 23,307

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △8,651 △8,798 △9,926

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,752 △5,945 △2,820

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 31,792 31,234 35,188

　

回次
第117期
第３四半期
連結会計期間

第118期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 47.48 14.76

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第117期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、LINTEC (THAILAND) CO.,LTD.（特定子会社）を設立いたしまし

た。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費に緩やかな回復の動きがみられる

ものの、欧州では債務問題による景気への影響が深刻化し、中国では欧州市場の低迷や金融引締めの影響

により減速感が出始めるなど、総じて厳しいものとなりました。一方、我が国においては、東日本大震災後

のサプライチェーンの急回復により生産活動に持ち直しの動きが見られましたが、海外景気の減速や歴

史的な円高、タイの洪水などの影響により、回復のスピードは極めて緩やかなものとなりました。

このような経営環境の中、当社グループでは新中期経営計画「LINTEC Innovation Plan Ⅲ（LIP－

Ⅲ）」を昨年４月からスタートさせ、「積極果敢にイノベーションに挑戦し、持続的な成長と企業価値の

最大化を目指す」というビジョンのもと、各課題に積極的に取り組んでまいりました。

この結果、売上高は151,657百万円（前年同期比4.6％減）、営業利益は11,662百万円（同30.5％減）、

経常利益は11,162百万円（同29.5％減）、四半期純利益は6,982百万円（同36.1％減）となりました。

　セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

（印刷材・産業工材関連）

当セグメントの売上高は68,542百万円（前年同期比0.7％減）、営業利益は4,473百万円（同31.0％

減）となりました。当セグメントの事業部門別の売り上げの状況は次のとおりです。

＜印刷・情報材事業＞

印刷用粘着製品は、東日本大震災やタイの洪水による影響などもあって、アジア地域では前期並み

にとどまり、国内では粘着紙、粘着フィルムともに僅かに減少したことにより、当事業部門は前年同

期と比べ微減となりました。

＜産業工材事業＞

太陽電池用バックシートは欧州において需要が大幅に落ち込み、前年同期に比べ大きく減少しま

した。２輪を含む自動車関連製品や工業用粘着製品は東日本大震災やタイの洪水によるメーカーの

減産の影響を受け前年同期に比べ減少しました。ウインドーフィルムは節電やガラス飛散防止対策

の需要増により前年同期に比べ伸長しました。なお、米国子会社のソーラマトリックスを前期第４四

半期から連結に含めたことにより、当事業部門は前年同期に比べ微増となりました。
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（電子・光学関連）

当セグメントの売上高は55,589百万円（前年同期比7.7％減）、営業利益は3,555百万円（同37.2％

減）となりました。当セグメントの事業部門別の売り上げの状況は次のとおりです。

＜アドバンストマテリアルズ事業＞　

半導体関連粘着製品は前年同期に比べ僅かながら増加しましたが、半導体関連装置は半導体メー

カーの設備投資抑制の影響を受け前年同期に比べ大幅に減少しました。また、積層セラミックコンデ

ンサー製造用コートフィルムは旺盛なスマートフォン需要により堅調に推移し前年同期に比べ増加

しましたが、光デバイス関連製品が大幅に落ち込んだこともあり、当事業部門は前年同期に比べ減少

となりました。

＜オプティカル材事業＞

液晶関連粘着製品はスマートフォン需要効果がありましたが、薄型テレビ向けの需要が国内外で

低調に推移したことなどにより、当事業部門は前年同期に比べ減少となりました。

（洋紙・加工材関連）

当セグメントの売上高は27,525百万円（前年同期比7.2％減）、営業利益は3,635百万円（同21.4％

減）となりました。当セグメントの事業部門別の売り上げの状況は次のとおりです。

＜洋紙事業＞　

主力のカラー封筒用紙、工業用特殊紙など全般的に需要が低迷したことにより、当事業部門は前年

同期に比べ減少となりました。

＜加工材事業＞

粘着用・ＦＰＣ用剥離紙や合成皮革用工程紙が需要低迷の影響を受けたことなどにより、当事業

部門は前年同期に比べ減少となりました。

　
(２) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は 206,455百万円となり、前連結会計年度末に比べて267百万円

の増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「現金及び預金」の減少　　　　　　　　△ 2,660百万円

・「受取手形及び売掛金」の増加　　　　　　   857百万円

・「たな卸資産」の増加　　　　　　　　　　 2,574百万円

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は 75,714百万円となり、前連結会計年度末に比べて102百万円の

増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「支払手形及び買掛金」の増加　　　　　　 3,132百万円

・「未払法人税等」の減少　　　　　　　　△ 3,038百万円

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は130,741百万円となり、前連結会計年度末に比べて164百万円

の増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「利益剰余金」の増加　　　　　　　　　　 3,976百万円

・「自己株式」の増加　　　　　　　　　　△ 1,715百万円

・「為替換算調整勘定」の減少　　　　　　△ 2,067百万円
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(３) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、31,234百万円となり、前第３四半

期連結累計期間末に比べ、557百万円の減少（前年同期比 1.8％減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比較して7,468百万円減少の

11,828百万円となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「税金等調整前四半期純利益」の減少　　 　　　　△ 4,890百万円

・「売上債権の増減額」の増加　　　　　　 　　　　　 3,091百万円

・「たな卸資産の増減額」の増加　　　　　 　　　　　   844百万円

・「仕入債務の増減額」の減少　　　　　 　　　　　△ 5,105百万円

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比較して146百万円減少の　　△

8,798百万円となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「定期預金の預入による支出」の増加　　　　　　　　  612百万円

・「有形固定資産の取得による支出」の減少　　　　 △ 1,868百万円

・「有形固定資産の売却による収入」の減少　　　　 △   248百万円

・「連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得　　　 　 1,332百万円

　　による支出」の増加

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比較して2,192百万円減少の　△

5,945百万円となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

・「配当金の支払額」の減少　　　　　　　　　　　 △　 442百万円

・「自己株式の取得による支出」の減少　　　　　　 △ 1,718百万円

　
　
(４）株式会社の支配に関する基本方針 

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針（会社法施行規

則第118条柱書に定義されるものをいい、以下「基本方針」といいます。）並びに基本方針に照らして不

適切な者によって当社の財務および事業の方針が支配されることを防止するための取り組み（会社法施

行規則第118条第３号ロ(2)）の一つとして、以下の①または②に該当する買付またはその提案（以下、こ

のような買付行為等を「大規模買付行為」といい、大規模買付行為を行う者を「大規模買付者」といい

ます。）への対応方針として、大規模買付行為時における事前の情報提供に関するルール(以下「大規模

買付ルール」といいます。)を導入しております。

①当社が発行する株券等について、保有者の株券等保有割合が２０％以上となる買付

②当社が発行する株券等について、公開買付け後の公開買付者の株券等の株券等所有割合およ　　

　　びその特別関係者の株券等所有割合の合計が２０％以上となる公開買付け

　　１．大規模買付ルール導入の必要性

　平成23年３月末現在の当社の株主構成上、株主共同の利益を毀損するような大規模買付行為がなされ

る可能性は低いと考えておりますが、今後、当社グループが成長していく過程で、資本市場からの資金

調達を行う可能性もあり、その場合には株主の持株比率が希釈化されることになります。また、近年、外

国人持株比率が増加するなど、株式並びに株主の流動化が進む傾向も見られています。

　このような情勢に鑑みると、株主、顧客、取引先、従業員その他利害関係者の利益を含む、当社の企業価

値を毀損しひいては株主共同の利益を毀損するような大規模買付行為がなされる可能性も決して否定

できない状況にあるといわざるをえません。

　将来、既存株主に思わぬ損害が発生することを避けるために「大規模買付ルール」を導入すべきと考
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えております。

　　２．大規模買付ルールに対する当社の基本的な考え方

　当社取締役会は、大規模買付行為がなされた場合、これに応じて当社株式の売却を行うか否かは、最終

的には当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えております。しかしながら、その前提

として、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するためには、大規模買付者および当

社取締役会双方からの適切な情報提供が不可欠であると考えております。逆に、株主の皆様が不十分な

情報しか提供されないまま、大規模買付行為に応じるか否かの判断を迫られるような事態に陥ること

は、株主共同の利益に反するものと考えております。

　なかでも大規模買付行為が当社に与える影響や、大規模買付者が考える将来の経営方針や事業計画の

内容等は、当社株主の皆様が大規模買付行為を受け入れるかどうかを検討するうえで重要な判断材料

であると考えられ、同様に、当社取締役会が大規模買付行為について評価、検討を行ったうえでどのよ

うな意見を有しているかということも、当社株主の皆様にとっては重要な判断材料になると考えてお

ります。

当社取締役会は、このような基本的な考え方に立脚し、株主の皆様に大規模買付者および当社取締役

会双方からの適切な情報提供と、判断するための十分な時間を確保するため、下記「４．大規模買付

ルールの内容」で後述する「大規模買付ルール」を設定・開示し、大規模買付者に対して「大規模買

付ルール」の遵守を求めるとともに、「大規模買付ルール」が遵守されない場合には、大規模買付者を

株主共同の利益を害する者と判断し、当社取締役会として必要な対抗措置を講じる方針です。

　　３．当社グループの企業価値の向上のために行う取り組み

　　　(1)会社の経営の基本方針

当社グループの経営理念は、社名の「リンテック」すなわち"リンケージ(結合)"と"テクノロ

ジー"、および社是「至誠と創造」に裏付けされる人の和、技術開発力を基軸とし、国内・海外の業界

において、誰からも信頼される力強い躍動感あふれる会社として社会に貢献し、株主各位・顧客・社

員家族の期待にこたえる斬新な経営を推進するというものであります。

　当社グループは、「粘・接着応用技術」「材料改質・機能化技術」「特殊紙・加工材製造技術」

「システム化技術」という四つの固有技術を基盤とし、さらにそれらを高次元で融合させることに

よって、より差別化された独自性の高い製品創りを進めてまいります。また、高い倫理観のもと、ＣＳ

Ｒの精神を徹底し、社会から信頼される会社たるべく邁進してまいります。

　　　(2)中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題

当社グループは、平成23年４月から平成26年３月までの３か年を対象とする新中期経営計画

「LINTEC Innovation Plan Ⅲ（LIP-Ⅲ）」を策定し、スタートさせております。その概要は以下の

とおりです。

①「LIP-Ⅲ」の基本方針

新中期経営計画「LIP-Ⅲ」では、「積極果敢にイノベーションに挑戦し、持続的な成長と企業価値

の最大化を目指す」というビジョンのもと、これまで以上に積極果敢にイノベーションに挑戦し、経

営資源を最大限に生かした「攻めの経営」を貫いていく考えです。具体的には、アジア市場を中心と

した海外事業の強化・拡大、ＱＣＤ（品質・コスト・納期）面での競争力強化による国内事業の拡

大と高収益化、次世代を担う独創的新製品の創出などの重点テーマに取り組んでまいります。

②重点テーマ

 1)海外事業の強化・拡大（海外売上高比率40％）

(a)アジア市場を中心とした最適生産・販売体制の構築

　●中国市場における粘着フィルム需要増への対応

　●東南アジア・インド市場への拡販対応

(b)新たな成長市場の開拓

　●販売網の構築に加え、新生産拠点の構築も検討

 2)ＱＣＤ強化による国内事業の拡大と高収益化

(a)ＣＲＰ（コスト・リダクション・プロジェクト）の継続推進
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　●ＳＣＭ（サプライチェーン・マネージメント）を駆使したグループ物流体制の最適化

(b)高性能・高効率生産設備の積極導入

　●ビルド＆スクラップも含めた生産設備の統廃合

(c)国内生産拠点・関係会社の再編・再構築

　●非効率・不採算事業の見直しなど

(d)既存事業のシェアアップと新規用途の開発

　●成熟しつつある国内市場への対応

 3)次世代を担う独創的新製品の創出

(a)環境・エネルギー関連分野

　●次世代太陽電池用部材の開発

　●環境配慮型製品の開発促進

(b)電子・光デバイス関連分野

　●粘接着技術と表面改質技術を駆使した高機能製品の開発など

 4)グローバル経営の強化

(a)情報基盤整備の進化とグループ会社への展開

　●海外を含むグループ会社への早期展開

(b)ＲＯＩＣ（投下資本利益率）を重視した戦略判断・投資判断の実施

　●事業に投じた資本がどれだけ利益を生み出しているかの見極め

(c)継続的な人材育成と能力開発

　●グローバル化と会社の発展を支えるための人材育成・能力開発

(d)ＣＳＲ経営を根幹に置いた企業活動の推進

　●ISO26000対応、グローバルコンパクトへの参加

　　　(3)コーポレート・ガバナンスの充実・強化のための取り組み

当社グループは、法令遵守を徹底し、経営の透明性、企業倫理の意識を高め、迅速な意思決定および

効率的な業務執行を行っていくことが、コーポレート・ガバナンスの基本と考え、その充実・強化を

通じて当社グループの企業価値および株主共同利益の更なる向上を目指してまいります。

その具体的な取り組みとして、取締役の任期を１年とし、株主の皆様に対する取締役の責任を明確

にしているほか、平成23年６月24日開催の第117期定時株主総会において可決された執行役員制度の

導入により、経営の重要な意思決定を行う取締役と業務の執行を行う執行役員とを分離し、併せて取

締役の員数を減少させ、取締役会の活性化、意思決定の迅速化を通して経営の効率化を図ってまいり

ます。

なお、当社においては、独立性を有する社外役員が複数おり、取締役阿部路男氏と監査役井戸川員

三氏につきましては、株式会社東京証券取引所に対し独立役員として届け出ております。

　　４．大規模買付ルールの内容

　　　(1)意向表明

大規模買付者が大規模買付行為を行おうとする場合には、まず当社代表取締役宛に、①大規模買付

者の名称および住所、②設立準拠法、③代表者の氏名、④国内連絡先、⑤提案する大規模買付行為の概

要並びに、⑥「大規模買付ルール」に従う旨の誓約を明示した書面（以下「意向表明書」といいま

す。）を提出していただきます。

　　　(2)情報提供

次に、当社取締役会は、かかる意向表明書の受領後７営業日以内に、大規模買付者に対して、大規模

買付行為に関する情報として当社への提供を求める必要情報のリストを交付します。大規模買付者

に提供を求める情報は、当社株主の皆様の適切な判断ならびに当社取締役会および「５．大規模買

付行為がなされた場合の対応方針」で後述する独立委員会（以下「独立委員会」といいます。）に

よる適切な評価・検討のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」といいます。）とします。

大規模買付者には、本必要情報のリストの受領後、速やかに本必要情報を当社取締役会に対して提供

していただくこととし、当社取締役会は本必要情報を受領後、直ちに独立委員会にも提供します。
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　　　(3)情報提供の内容

本必要情報の具体的内容は、大規模買付者の属性および大規模買付行為の内容によって異なりま

すが、主な項目は以下のとおりです。

　　①大規模買付者およびそのグループの概要（大規模買付者の事業内容、資本構成、当社の事業と同種

の事業についての経験等に関する情報を含みます。）

　　②大規模買付行為の目的および具体的内容

　　③大規模買付行為における当社株式等の取得対価の算定根拠、取得資金の裏付け並びに資金調達の

具体的内容および条件

　　④大規模買付行為の完了後に想定している当社の経営方針、事業計画、資本政策、配当政策、労務政策

および資産活用策

　　⑤大規模買付行為の完了後における従業員、取引先、その他の当社に係る利害関係者に対する対応方

針

なお、大規模買付者に当初提供していただいた情報が、大規模買付行為に関する当社株主の皆様の

適切な判断または当社取締役会もしくは独立委員会による適切な評価、検討のための情報として不

十分と認められる場合には、当社取締役会は、合理的な回答期限（60日間を上限とします）を定めた

うえで、大規模買付者に対して追加的に情報提供を求めることがあります。大規模買付行為の提案が

あった事実および当社取締役会に提供された本必要情報は、当社株主の皆様のご判断のために必要

であると認められる場合には、当社取締役会が適切と判断する時点でその全部または一部を開示い

たします。また、本必要情報の提供が完了したとき、当社取締役会は大規模買付者にその旨通知する

とともに、その事実を開示いたします。

　　　(4)評価期間

次に当社取締役会は、大規模買付行為の評価、検討の難易度に応じ、大規模買付者が当社取締役会

に対し本必要情報の提供を完了した後、最大60日間（対価を現金（円貨）のみとする公開買付によ

る当社全株式の買付の場合）または最大90日間（その他の大規模買付行為の場合）を当社取締役会

による大規模買付行為の評価、検討、大規模買付者との条件に関する交渉、大規模買付行為に対する

意見形成、代替案の立案等のための期間（以下「取締役会評価期間」といいます。）として確保され

るべきものと考えております。従って、大規模買付行為は、取締役会評価期間の経過後に開始される

ものとします。取締役会評価期間中、当社取締役会は必要に応じて外部専門家の助言を受けながら、

提供された本必要情報を十分に評価・検討し、大規模買付行為に対する当社取締役会としての意見

をとりまとめ、公表します。

　　　(5)交渉・代替案の提示

当社取締役会は、必要に応じて、大規模買付者との間で大規模買付行為に関する条件改善について

交渉し、当社取締役会として当社株主の皆様に対し代替案を提示することがあります。

　　５．大規模買付行為がなされた場合の対応方針

　　　(1)大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しなかった場合

大規模買付者により、「大規模買付ルール」が遵守されなかった場合には、独立委員会は当社取締

役会に対して発動の勧告をするものといたします。当社取締役会は独立委員会の勧告を最大限尊重

し、当社の株主全体の利益を守ることを目的として、新株予約権の発行等、会社法その他の法律およ

び当社定款が認める対抗措置をとることがあります。その場合に具体的にいかなる手段を講じるか

については、その時点で最も適切と当社取締役会が判断したものを選択することといたします。な

お、対抗措置として新株予約権を発行する場合の概要は下記のとおりとし、かかる新株予約権には対

抗措置としての効果を勘案した行使期間および行使条件などを設けることがあります。

①新株予約権割当の対象となる株主およびその発行条件

当社取締役会において定める割当日における最終の株主名簿に記録された株主に対し、その所

有する当社普通株式（ただし、当社の所有する当社普通株式を除く。）１株につき１個の割合で

新たに払込みをさせないで新株予約権を割当てる。

②新株予約権の目的となる株式の種類および数

新株予約権の目的となる株式の種類は当社普通株式とし、新株予約権の目的となる株式の数

は、定款に規定される発行可能株式総数から発行済株式（当社の所有する当社普通株式を除
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く。）総数を控除した数を上限とする。新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は１株とす

る。ただし、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、所要の調整を行うものとする。

③発行する新株予約権の数

発行する新株予約権の数は、当社取締役会が定める数とする。当社取締役会は、複数回にわたり

新株予約権の割当を行うことがある。

④新株予約権の払込価額

新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。

⑤各新株予約権の行使に際して出資される財産の内容およびその価額

各新株予約権の行使に際して出資される財産は、１円以上で当社取締役会が定める額とする。

⑥新株予約権の譲渡制限

新株予約権の譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要する。

⑦新株予約権の行使条件等

大規模買付者等に行使を認めないこと等を行使の条件として定めることがある。また、取得条

項および取得条件を設けることがあり、大規模買付者と他の株主とで、取得の対価等に関し、異な

る取り扱いをすること、あるいは大規模買付者が保有する新株予約権は取得の対象としないこと

がある。

なお、大規模買付者が保有する新株予約権を取得の対象とする場合、その対価として現金の交付

は行わないこととする。詳細については、当社取締役会において別途定めるものとする。

⑧新株予約権の行使期間等

新株予約権の割当がその効力を生ずる日、新株予約権の行使期間、取得条件その他必要な事項

については、当社取締役会が定めるものとする。

また、大規模買付者が「大規模買付ルール」を遵守したか否かを判断するに当たっては、大規模買

付者が当社に関する詳細な情報を有していない場合など、大規模買付者側の事情をも合理的な範囲

で十分勘案するものとし、少なくとも、当社取締役会が提供を求めた必要情報の一部が大規模買付者

より提供されていないことのみをもって、大規模買付者による「大規模買付ルール」の不遵守を認

定することはしないものとします。

　　　(2)大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合

大規模買付者が「大規模買付ルール」を遵守した場合には、当社取締役会は、仮に当該大規模買付

行為に反対であったとしても、当該買付提案についての反対意見を表明したり、代替案を提示するこ

とにより、当社株主の皆様を説得するに留め、原則として当該大規模買付行為に対する対抗措置はと

りません。大規模買付者の買付提案に応じるか否かは、当社株主の皆様において、当該買付提案およ

び当社取締役会が提示する当該買付提案に対する意見、代替案等をご考慮のうえ、ご判断いただくこ

とになります。もっとも「大規模買付ルール」が遵守されている場合であっても、当該大規模買付行

為が当社株主全体の利益を著しく損なうと認められる場合、例えば、

①大規模買付行為の目的が、真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、ただ株価をつり

上げて高値で株式等を当社関係者に引き取らせることにある場合（いわゆるグリーンメーラー

である場合）

②大規模買付行為の目的が、主として会社経営を一時的に支配して当社の事業経営上必要な知的

財産権、ノウハウ、企業秘密情報、主要取引先や顧客等を当該大規模買付者やそのグループ会社

等に移譲させること（いわゆる焦土化経営）にある場合

③大規模買付行為の目的が、主として会社経営を支配した後に、当社の資産を当該大規模買付者や

そのグループ会社等の債務の担保や弁済原資として流用することにある場合

④大規模買付行為の目的が、主として会社経営を一時的に支配して当社の事業に当面関係してい

ない不動産、有価証券など高額資産等を売却等処分させ、その処分利益をもって一時的な高配当

をさせるかあるいは一時的高配当による株価の急上昇の機会を狙って株式等の高価売り抜けを

することにある場合

⑤大規模買付行為の方法が、いわゆる強圧的二段階買収（最初の買付で当社の株式等の全部の買

付を勧誘することなく、二段階目の買付条件を不利に設定し、または明確にしないで、公開買付

等の株式等の買付を行うことをいいます。）等の、当社株主の判断の機会または自由を制約し、
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事実上当社株主に当社の株式等の売却を強要するものである場合

⑥大規模買付行為の結果、当社の従業員・取引先・顧客その他の利害関係者の利益が損なわれ、そ

れによって当社株主全体の利益が著しく毀損されることが合理的な根拠をもって判断される場

合

などについては、当社取締役会は当社株主の皆様の利益を守るため、例外的に適切と考える方策を取

ることがあります。当該大規模買付行為が当社株主全体の利益を著しく損なうか否かの検討および

判断については、その客観性および合理性を担保するため、当社取締役会は、当該大規模買付者およ

び大規模買付行為の具体的内容（目的、方法、対象、取得対価の種類・金額等）や当該大規模買付行

為が当社株主全体の利益に与える影響を踏まえたうえで、対抗措置を発動することの適否について

独立委員会に必ず諮問することとし、かかる独立委員会は、諮問を受けた事項について勧告すること

とします。独立委員会の行った勧告は公表することとし、当社取締役会はかかる勧告を最大限尊重し

たうえで、対抗措置の発動・不発動かどうかを決議し、その内容を公表するものとします。

また、当社取締役会が対抗措置の発動を決議した後、または発動後においても、大規模買付者が大

規模買付行為を中止した場合や対抗措置を発動するか否かの判断の前提になった事実関係等に変動

が生じた場合は、当社取締役会は独立委員会に諮問・勧告を受け、株主共同の利益を守るために発動

した対抗措置を維持することが相当ではないと判断した場合は、対抗措置を中止または発動の停止

をするものとし、その内容を公表いたします。

　　６．独立委員会

当社取締役会は、「大規模買付ルール」を適正に運用し、当社取締役会によって恣意的な判断がな

されることを排除し、その判断の客観性および合理性を担保するため、独立委員会を設置します。独

立委員会は、公正で中立的な判断を可能とするため、弁護士・公認会計士・学識経験者・実績ある会

社経営者等、当社取締役会で選任された委員３名以上で構成されます。

当社取締役会は、意向表明書が提出されたとき、または大規模買付行為の動向が明らかになったと

きに独立委員会を招集し、大規模買付者が「大規模買付ルール」を遵守しているかどうかのチェッ

クや、対抗措置発動の適否などを諮問し、独立委員会は、次の①から⑥の諮問を受けた事項について、

原則として取締役会評価期間内に当社取締役会に対して勧告を行います。

①大規模買付ルールを遵守しているか否かの判断

②大規模買付行為の該当性の判断

③対抗措置の発動または不発動

④対抗措置の発動の中止または停止

⑤対抗措置の発動または不発動における各種条件の設定

⑥その他当社取締役会が独立委員会に諮問すべきと決議した事項

また、当社取締役会が対抗措置の発動を決議した後、または発動後においても、大規模買付者が大

規模買付行為を中止したときや対抗措置を発動するか否かの判断の前提になった事実関係等に変動

が生じたときは、当社取締役会は独立委員会を招集し、対抗措置の発動の中止や停止の適否などを諮

問し、独立委員会は当社取締役会に対して勧告を行います。

独立委員会は、大規模買付者が提供した本必要情報に不足があるとき、または提供された情報につ

き補足の情報が必要であると判断したときは、直接または当社取締役会を通じて大規模買付者に対

し、合理的に必要と考える情報の提供を求めることができるものとします。　

独立委員会が上記勧告を行うにあたっては、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の向上の観

点から大規模買付行為について慎重に評価・検討のうえ、独立委員会が独自の判断で行うものとし

ます。また、独立委員会は、必要に応じて当社の費用により独立した第三者である専門家の助言を得

ることができるものとします。

対抗措置の発動または不発動、対抗措置の発動の中止や停止は、最終的には当社取締役会の決定事

項となりますが、当社取締役会の決定に際しては独立委員会による勧告を最大限尊重し、かつ必ずこ

のような独立委員会の勧告手続きを経なければならないものとすることにより、独立委員会が当社

取締役会の判断の公正さを確保する手段として機能するよう位置づけています。

　　７．株主に与える影響等

EDINET提出書類

リンテック株式会社(E02394)

四半期報告書

10/27



　　　(1)大規模買付ルールが株主に与える影響等

「大規模買付ルール」は、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必

要な情報や、現に当社の経営を担っている当社取締役会の意見を提供し、さらには、当社株主の皆様

が代替案の提示を受ける機会を保証することを目的としています。これにより、当社株主の皆様は、

十分な情報のもとで、大規模買付行為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能となり、

そのことが当社株主全体の利益の保護につながるものと考えております。従いまして、「大規模買付

ルール」の設定は、当社株主の皆様が適切な投資判断を行ううえでの前提となるものであり、当社株

主の皆様の利益に資するものであると考えております。

　　　(2)対抗措置発動時に株主に与える影響等

当社取締役会は、当社株主全体の利益を守ることを目的として、会社法その他の法律および当社定

款により認められている対抗措置をとることがありますが、当該対抗措置の仕組み上、当社株主の皆

様（「大規模買付ルール」を遵守しなかった大規模買付者を除きます。）が法的権利または経済的

側面において格別の損失を被るような事態が生じることは想定しておりません。なお、当社取締役会

が具体的対抗措置をとることを決定した場合には、法令および証券取引所規則に従って適時適切な

開示を行います。

なお、当社は、新株予約権の割当の基準日や新株予約権の割当の効力発生後においても、例えば、大

規模買付者が大規模買付行為を撤回したり、大規模買付行為の条件等を変更するなどの事情により、

対抗措置の発動の中止または停止を当社取締役会が決議したときは、新株予約権の行使期間開始日

の前日までに、新株予約権の割当を中止または当社が新株予約権者に当社株式を交付することなく

無償にて新株予約権を取得することがあります。これらの場合には、１株当たりの価値の希釈化は生

じませんので、１株当たりの株式の価値の希釈化が生じることを前提にして売付等を行った投資家

の皆様は、株価の変動により相応の損害を被る可能性があります。

　　８．大規模買付ルールの有効期限

「大規模買付ルール」の有効期限は、平成23年６月24日開催の定時株主総会の日から翌年の定時

株主総会終結時までといたします。また、「大規模買付ルール」を継続する場合は、翌年の定時株主

総会決議をもって延長いたします。

　
　
(５）研究開発活動 

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は4,459百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 76,564,240 76,564,240
東京証券取引所
市場第一部

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。
単元株式数は100株であ
ります。

計 76,564,240 76,564,240― ―

  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 76,564,240 ― 23,201 ― 26,816

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 1,868,700

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。
単元株式数は100株であります。

(相互保有株式)
普通株式 51,500

― 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式

74,588,400
745,884 同上

単元未満株式 普通株式 55,640 ― 同上

発行済株式総数 76,564,240 ― ―

総株主の議決権 ― 745,884 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、熊谷産業株式会社所有の相互保有株 84株および当社所有の自己株式65

株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
リンテック株式会社

東京都板橋区
本町23番23号

1,868,700 ─ 1,868,700 2.44

(相互保有株式)
熊谷産業株式会社 埼玉県熊谷市

万吉3724番地１
49,500 ─ 49,500 0.06

桜井株式会社 東京都台東区池之端
１丁目２番18号

2,000 ─ 2,000 0.00

計 ― 1,920,200 ─ 1,920,200 2.51

　

　
　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,403 34,743

受取手形及び売掛金 63,107 ※2
 63,964

たな卸資産 ※
 27,571

※1
 30,145

その他 5,012 4,907

貸倒引当金 △203 △206

流動資産合計 132,891 133,554

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,528 25,316

機械装置及び運搬具（純額） 25,109 22,645

土地 8,709 9,241

建設仮勘定 1,446 3,107

その他（純額） 2,095 1,823

有形固定資産合計 61,888 62,134

無形固定資産 2,072 2,256

投資その他の資産

その他 9,530 8,707

貸倒引当金 △195 △197

投資その他の資産合計 9,334 8,510

固定資産合計 73,296 72,901

資産合計 206,188 206,455
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 44,506 ※2
 47,639

短期借入金 1,467 342

未払法人税等 3,557 518

役員賞与引当金 93 30

その他 10,840 12,096

流動負債合計 60,465 60,627

固定負債

退職給付引当金 13,802 13,861

環境対策引当金 149 132

その他 1,195 1,092

固定負債合計 15,146 15,087

負債合計 75,611 75,714

純資産の部

株主資本

資本金 23,201 23,201

資本剰余金 26,830 26,830

利益剰余金 88,638 92,615

自己株式 △1,035 △2,750

株主資本合計 137,634 139,896

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 102 38

為替換算調整勘定 △7,894 △9,961

在外子会社年金債務調整額 △141 △132

その他の包括利益累計額合計 △7,932 △10,056

新株予約権 88 94

少数株主持分 786 807

純資産合計 130,576 130,741

負債純資産合計 206,188 206,455
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 158,948 151,657

売上原価 121,803 119,004

売上総利益 37,145 32,652

販売費及び一般管理費 20,356 20,990

営業利益 16,788 11,662

営業外収益

受取利息 111 163

受取配当金 61 52

その他 318 224

営業外収益合計 491 440

営業外費用

支払利息 20 21

固定資産除却損 346 314

支払補償費 46 33

為替差損 903 478

その他 123 92

営業外費用合計 1,440 940

経常利益 15,839 11,162

特別利益

補助金収入 22 22

固定資産売却益 30 －

特別利益合計 52 22

特別損失

投資有価証券評価損 41 153

子会社清算損 － 84

固定資産売却損 13 －

特別損失合計 54 237

税金等調整前四半期純利益 15,837 10,946

法人税、住民税及び事業税 4,069 2,518

法人税等調整額 757 1,392

法人税等合計 4,827 3,910

少数株主損益調整前四半期純利益 11,009 7,036

少数株主利益 83 53

四半期純利益 10,926 6,982
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 11,009 7,036

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △66 △64

為替換算調整勘定 △1,672 △2,100

在外子会社年金債務調整額 28 8

その他の包括利益合計 △1,710 △2,156

四半期包括利益 9,298 4,879

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,252 4,858

少数株主に係る四半期包括利益 46 20
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 15,837 10,946

減価償却費 7,466 7,460

のれん償却額 － 31

負ののれん償却額 △8 △8

退職給付引当金の増減額（△は減少） △208 82

貸倒引当金の増減額（△は減少） 112 10

受取利息及び受取配当金 △173 △216

支払利息 20 21

有形固定資産売却損益（△は益） △93 5

有形固定資産除却損 247 260

売上債権の増減額（△は増加） △4,376 △1,284

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,854 △3,009

仕入債務の増減額（△は減少） 8,784 3,678

投資有価証券評価損益（△は益） 41 153

環境対策引当金の増減額（△は減少） △4 △16

子会社清算損益（△は益） － 84

その他 1,153 △796

小計 24,945 17,404

利息及び配当金の受取額 152 200

利息の支払額 △21 △22

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,779 △5,753

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,297 11,828

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,326 △5,714

定期預金の払戻による収入 3,969 4,098

有形固定資産の取得による支出 △4,843 △6,712

有形固定資産の売却による収入 280 31

無形固定資産の取得による支出 △417 △478

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,332 －

その他 18 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,651 △8,798

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,076 △1,123

配当金の支払額 △2,485 △2,928

自己株式の取得による支出 △0 △1,719

その他 △190 △174

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,752 △5,945

現金及び現金同等物に係る換算差額 △978 △1,038

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,914 △3,953

現金及び現金同等物の期首残高 25,387 35,188

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 490 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 31,792

※
 31,234
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したLINTEC (THAILAND) CO.,LTD.を連結の範囲に含めております。

　
【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（1）第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

（2）平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正

する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源

の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する連結会計年度

より法人税率が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法

定実効税率は、一時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなります。 

平成24年３月31日まで　40.69％

平成24年４月１日から平成27年３月31日　38.01％

平成27年４月１日以降　35.64％

この税率の変更により、当第３四半期連結累計期間における繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除

した金額）が648百万円減少し、法人税等調整額が651百万円増加し、その他の包括利益のその他有価証券評価差額

金に含まれる税効果の金額が3百万円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※  たな卸資産の内訳

商品及び製品　 8,548百万円
仕掛品　 10,441百万円
原材料及び貯蔵品　 8,581百万円

 
─────────

 

 
　 　

　 　

※１  たな卸資産の内訳

商品及び製品 9,543百万円
仕掛品 11,972百万円
原材料及び貯蔵品 8,629百万円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

また、四半期連結会計期間末日に期日決済される売

掛金・買掛金についても手形に準じて期日に決済さ

れるものが含まれております。

　従って、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、当第３四半期連結会計期間末

残高には次のとおり当第３四半期連結会計期間末日

満期債権・債務が含まれております。

受取手形及び売掛金 5,791百万円

支払手形及び買掛金 7,839百万円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

　現金及び預金 36,112百万円

　預入期間が３ヵ月を超える

　定期預金
△4,320百万円

　現金及び現金同等物 31,792百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年12月31日現在)

　現金及び預金 34,743百万円

　預入期間が３ヵ月を超える

　定期預金
△3,508百万円

　現金及び現金同等物 31,234百万円

　

　

EDINET提出書類

リンテック株式会社(E02394)

四半期報告書

21/27



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月13日
取締役会

普通株式 1,058 14平成22年３月31日 平成22年６月10日 利益剰余金

平成22年11月10日
取締役会

普通株式 1,511 20平成22年９月30日 平成22年12月８日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月12日
取締役会

普通株式 1,511 20平成23年３月31日 平成23年６月９日 利益剰余金

平成23年11月10日
取締役会

普通株式 1,493 20平成23年９月30日 平成23年12月８日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成23年８月９日開催の取締役会決議に基づき、第２四半期連結会計期間において、自己株式

を900,000株、1,718百万円取得いたしました。

なお、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は1,868,765株、2,750百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

印刷材・産業
工材関連

電子・光学
関連

洋紙・加
工材関連

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 69,05660,23629,656158,948 ─ 158,948

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

26 22 11,70211,750△11,750 ─

計 69,08260,25841,358170,699△11,750 158,948

セグメント利益 6,479 5,658 4,627 16,765 23 16,788

(注) １  セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間取引消去の金額であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

印刷材・産業
工材関連

電子・光学
関連

洋紙・加
工材関連

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 68,54255,58927,525151,657 ─ 151,657

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

41 38 12,37512,455△12,455 ─

計 68,58455,62839,900164,113△12,455 151,657

セグメント利益 4,473 3,555 3,635 11,663 △1 11,662

(注) １  セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間取引消去の金額であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 144円54銭 92円92銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 10,926 6,982

    普通株主に帰属しない金額 ─ ─

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 10,926 6,982

    普通株式の期中平均株式数(千株) 75,593 75,143

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 144円46銭 92円85銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ─ ─

    普通株式増加数(千株) 43 53

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

─ ─

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

リンテック株式会社(E02394)

四半期報告書

24/27



　

２ 【その他】

第118期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年11月10日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　  1,493百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　       20円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 平成23年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

リンテック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   志    村    さ や か    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   板    谷    秀    穂    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリン
テック株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リンテック株式会社及び連結子会社の平成23
年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

リンテック株式会社(E02394)

四半期報告書

27/27


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

